平成28年度プログラム高度化共同研究　課題プログラム
募集要項（第１期）
募集概要：京都大学学術情報メディアセンター（以下、本センター）では、平成28年度において本センターのスーパーコンピュータをグループコースまたは専用クラスタコースでご利用（申請中を含む）の研究グループ及び次回以降のサービスコース追加募集時にグループコースの申請を予定しているパーソナルコース利用者を対象に、大規模計算プログラムの高度化・高性能化共同研究の対象課題を募集します。応募された課題は本センターの「スーパーコンピュータシステム共同研究企画委員会」にて審査し、採択課題については本センターとの共同研究によるプログラム高度化・高性能化を実施し、プログラム開発等に要する費用は本センターが負担します。
応募資格・条件：

1 平成28年度において本センターのスーパーコンピュータをグループコース（機関定額および学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点で京都大学を利用するグループを含む）または専用クラスタコースで利用（申請中を含む）の研究グループ及び次回以降のサービスコース追加募集時にグループコースの申請を予定しているパーソナルコース利用者であること。
2 課題プログラムは、下記のような高度化・高性能化の対象となる（潜在的に）大規模な並列計算プログラムであって、著作権を課題実施責任者が保有しているか、あるいは自由に改変可能なものであること。
· プログラムの制御構造・データ構造の改良による性能チューニング（キャッシュを意識した最適化など）。
· 並列化手法の改良による高度化・高性能化（共有メモリ型プログラムの分散メモリ並列化や共有メモリ／分散メモリ階層並列化など）

· 問題分割・負荷分散方式などの改良による高度化・高性能化

3 対象プログラムの高度化・高性能化により学術的・技術的な成果が見込めること。
注意事項：

1 平成28年3月に、採択審査対象とする課題プログラムに関するヒアリングを実施します。またヒアリングは複数回実施することがあります。

2 課題の採択は、対象プログラムの高度化・高性能化の実現やその程度を保証するものではありません。

3 高度化・高性能化のための研究開発は、採択課題実施責任者（およびその関係者）との連携・協力によって実施します。

4 成果プログラムの大規模並列実行による性能評価が必要な場合など、課題実施責任者の負担での大規模ジョブコースの利用を要請することがあります。

5 採択された課題プログラムを高度化・高性能化した成果プログラムの著作権は、原則として原著作権者と本センターの共同保有となります。
6 採択課題実施責任者には下記の報告・発表が義務付けられます。

· 成果報告書の提出（平成29年4月末日締切）

· 平成29年4月頃に実施する学内およびスーパーコンピュータ利用者に公開の成果報告会での発表

· 本センターの全国共同利用版広報への成果記事投稿（A4判4ページ程度）
7 採択課題に関する研究成果を学術論文誌等において発表する場合、本制度を利用したことを明記し、かつ研究情報掛まで当該文献情報を随時連絡してください。

申込み：申請書に必要事項を記入の上、e-mailで下記の研究情報掛までご送付ください。締め切りは平成28年2月26日(金)17：00といたします。なお、記載された個人情報については、本申請に関る事のみについて利用させていただきます。また申請書受付後に課題プログラムの提出方法をお知らせしますので、指示に従ってご提出ください。
申請および問合せ先：
京都大学 企画・情報部 情報推進課 研究情報掛
 comp-info@kudpc.kyoto-u.ac.jp
平成28年度プログラム高度化支援事業
申請書（第１期）
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グループコースの申請予定時期を記載願います。平成28年　月以降頃を予定
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	並列化手法(*1)
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	申請課題研究概要：研究全体の目的・内容・期待成果等を簡潔に記載してください。



(*1) 共有メモリ型、分散メモリ型、共有／分散階層型など。
(*2) OpenMP, MPI などの並列化ライブラリ等の名称。
(*3) システムA、システムB、システムB（GPU）、システムC、システムD、システムEから、ご利用（申請中を含む）のグループコースまたは専用クラスタコースのシステム名を記入してください。

	プログラムの概要：課題プログラムのアルゴリズム、並列化の方法などの概要を記載してください。また別紙として課題プログラムの詳細を記載した資料を必ず添付してください。


	高度化・高性能化の必要性：研究遂行上の必要性を、課題プログラムの性能上の問題点などとともに記載してください。


	期待される成果：高度化・高性能化によって、どのような成果（新たな知見など）が得られると期待しているかを記載してください。



	関連研究業績：課題プログラムに関連する、申請研究グループによる発表論文等を最近のものから５編まで記載してください（著者、題目、誌名、巻号、ページ、発表年）。なお本センターのスーパーコンピュータの利用による業績には◎を、その他の高性能コンピュータの利用による業績には○を、それぞれ冒頭に付してください。




